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2

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
写
真
無
）

・
学
生
証

・
社
員
証

・
生
活
保
護
受
給
者
証
明
書

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

※
本
人
確
認
が
不
十
分
な
場
合

は
、
職
員
か
ら
の
質
問
に
答
え

て
い
た
だ
く
こ
と
で
本
人
確
認

を
行
い
ま
す
。

※
第
三
者
の
住
民
票
な
ど
が
必
要

な
時
は
申
請
者
の
本
人
確
認
に

あ
わ
せ
、
委
任
状
あ
る
い
は
請

求
事
由
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を

裏
づ
け
る
疎
明
資
料
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

@
49
―
８
０
０
２

★
所
得
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
平

成
十
七
年
分
の
所
得
の
申
告
か

ら
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る

場
合
に
、
一
年
間
に
納
付
し
た

額
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
や

提
示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等

が
発
行
す
る
控
除
証
明
書
と
同

様
の
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を

発
行
し
ま
す
。

★
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社

会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
は
、

社
会
保
険
庁
か
ら
十
一
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
の
際
、
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
国
民
年
金
保
険
料

を
申
告
す
る
場
合
に
は
、
必
ず

こ
の
証
明
書
ま
た
は
、
領
収
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申

告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

★
証
明
内
容
は
、
一
月
一
日
か
ら

九
月
三
十
日
ま
で
の
納
付
額
と

当
年
中
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る

場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
初
め
て
保
険
料

を
納
付
し
た
方
に
つ
い
て
は
、

翌
年
二
月
上
旬
に
同
様
の
証
明

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
松
社
会
保
険
事
務
所

@
０
８
７
―
８
２
２
―
２
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町
で
は
、
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ

る
ご
夫
婦
に
対
し
て
お
祝
い
の
記

念
品
を
贈
り
ま
す
。
金
婚
式
の
日

程
は
、
十
月
末
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
対
象
者
に
は
、
日
程
が
決
ま

り
次
第
通
知
を
し
ま
す
。

▼
対
象
者

平
成
十
八
年
十
月
一
日
現
在
、

宇
多
津
町
に
一
年
以
上
住
所
を

有
す
る
ご
夫
婦
で
、
結
婚
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
満
五
十
年
を

超
え
て
い
る
ご
夫
婦
。

▼
申
込
先

町
保
健
福
祉
課
に
、
十
月
十
三

日
ª
ま
で
に
申
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

@
49
―
８
０
０
３

町
で
は
、
他
人
が
本
人
に
な
り

す
ま
し
届
出
を
行
う
こ
と
を
防
止

す
る
た
め
に
、
既
に
戸
籍
届
出
及

び
住
民
異
動
届
時
に
は
、
本
人
確

認
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
な

お
一
層
、
住
民
の
皆
様
の
大
切
な

個
人
情
報
を
保
護
し
、
各
種
証
明

書
の
不
正
な
手
段
に
よ
る
取
得
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
戸
籍
証

明
書
・
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付

申
請
時
に
も
十
月
一
日
か
ら
窓
口

に
来
ら
れ
た
人
の
本
人
確
認
を
実

施
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
の
提

示
に
よ
り
行
い
ま
す
。

・
運
転
免
許
証

・
パ
ス
ポ
ー
ト

・
外
国
人
登
録
証

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
写
真
付
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
写
真
付
）

な
ど
官
公
署
発
行
の
写
真
付
証
明

前
記
の
書
類
が
な
け
れ
ば

・
健
康
保
険
証

・
年
金
手
帳

十
月
一
日
か
ら
窓
口
で
の

本
人
確
認
を
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

本
人
確
認
の
方
法

平
成
十
七
年
分
の
所
得
の

申
告
か
ら
「
社
会
保
険
料

控
除
証
明
書
」
等
の
添
付

が
義
務
付
け

金
婚
式
を
お
迎
え
の 

ご
夫
婦
へ 



宇
多
津
町
原
子
爆
弾
被
爆
者
に

対
す
る
援
護
金
及
び
弔
慰
金
を
次

に
該
当
さ
れ
る
方
に
支
給
い
た
し

ま
す
。（
昨
年
度
受
給
さ
れ
た
方

は
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。）

▼
該
当
者

宇
多
津
町
に
一
年
以
上
（
九
月

三
十
日
現
在
）
住
所
を
有
す
る

者
で
次
の
該
当
者

・
援
護
金

被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
者

・
弔
慰
金

援
護
金
資
格
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
葬
祭
を
行
っ
た
者

▼
支
給
日

十
月
二
十
五
日
π

▼
そ
の
他

次
の
方
は
、
変
更
、
ま
た
は
、

申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
受
付
期
間
内
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

①
昨
年
度
受
給
さ
れ
た
方
で
金
融

機
関
を
変
更
さ
れ
る
方

②
平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
以

降
、
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方

▼
持
参
物

印
鑑
・
被
爆
者
健
康
手
帳
・
預

金
通
帳
（
弔
慰
金
申
請
者
は
援

護
金
資
格
者
の
死
亡
の
事
実
を

明
ら
か
に
す
る
書
類
も
必
要
で

す
。）

▼
受
付
期
間

十
月
二
日
∑
〜
十
月
十
三
日
ª

▼
受
付
場
所

町
保
健
福
祉
課

@
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―
８
０
０
３

町
で
は
、
在
宅
の
寝
た
き
り
老

人
、
痴
呆
性
老
人
を
常
時
介
護
し

て
い
る
方
に
対
し
て
介
護
見
舞
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る

方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

・
平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
現
在

で
、
町
に
一
年
以
上
住
所
を
有

し
て
い
る
方

・
町
の
規
定
す
る
寝
た
き
り
老
人

及
び
痴
呆
性
老
人
の
方
と
同
居

し
、
お
お
む
ね
六
カ
月
以
上
継

続
し
て
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

方

3

▼
申
請
先

町
保
健
福
祉
課
に
申
請
書
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
十
月
十

三
日
ª
ま
で
に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

@
49
―
８
０
０
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出
産
日
が
平
成
十
八
年
十
月
一

日
以
後
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
が
出
産
し
た
と
き
に
受
け
ら

れ
る
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

額
が
、
三
十
万
円
か
ら
三
十
五
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

印
鑑
・
世
帯
主
の
預
金
通
帳

母
子
健
康
手
帳

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

@
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▼
対
象
者

平
成
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
平

成
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
就
学
予
定
児
童

▼
日
時

・
宇
多
津
小
学
校
区

十
一
月
七
日
∏

午
後
一
時
十
分
受
付

・
宇
多
津
北
小
学
校
区

十
月
三
十
一
日
∏

午
後
一
時
十
分
受
付

▼
場
所

各
学
校

▼
そ
の
他

健
康
診
断
当
日
は
、
保
護
者
付

き
添
い
の
う
え
、
十
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
る
通
知
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
は

保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
入
学

に
関
す
る
周
知
会
を
行
い
ま
す

の
で
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。
出
席
で
き
な
い
方
、
宇
多

津
町
以
外
で
健
康
診
断
を
受
け

ら
れ
る
方
は
町
教
育
委
員
会

（
@

49
―
８
０
０
７
）
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
見
舞
金
の

支
給
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
出
産

育
児
一
時
金
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す

今月の町税納期　●住民税（第3期分） ●国民健康保険税（第4期分） 納税期限　10月31日∏

小
学
校
入
学
予
定
者
の
就
学
時
健
康
診
断 

平
成
十
九
年
度 

宇
多
津
町
原
子
爆
弾
被

爆
者
に
対
す
る
援
護
金

及
び
弔
慰
金
の
支
給
に

つ
い
て



本
大
会
出
場
チ
ー
ム
は
、
前
年

に
引
き
続
き
中
四
国
九
県
と
宇
多

津
体
協
の
十
チ
ー
ム
で
す
。
各
チ

ー
ム
は
、
全
国
大
会
を
経
験
し
て

お
り
、
見
応
え
の
あ
る
熱
戦
を
観

戦
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
試
合
は
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
で
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
映
画
「
Ｕ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
」

で
お
な
じ
み
の「
さ
ぬ
き
う
ど
ん
」

も
、
町
婦
人
会
、
商
工
会
女
性
部

の
方
々
が
無
料
で
接
待
を
し
ま
す

の
で
、
町
民
の
方
も
試
合
を
観
戦

し
、
う
ど
ん
を
食
べ
、
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
宇
多
津
小
学
校
音
楽
ク

ラ
ブ
に
よ
る
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
、

宇
多
津
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
を
は
じ
め
、
町
民
総
出
で
こ

の
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

宇
多
津
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
い
機
会

で
す
。
な
お
、
会
場
は
今
大
会
よ

り
新
装
と
な
っ
た
宇
多
津
中
学
校

体
育
館
を
使
用
し
ま
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

大
会
日
程

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
・
開
会
式

▼
日
時

十
月
七
日
º

午
後
四
時
〜

試
合

▼
日
時

十
月
八
日
∂

午
前
八
時
三
十
分
〜

▼
場
所

宇
多
津
中
学
校
体
育
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会

@
49
―
８
０
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子
ど
も
は
親
か
ら

認
め
て
も
ら
い
ほ
め

て
も
ら
う
こ
と
で
、

自
信
を
つ
け
ま
す
。
ほ
め
る
時
、

「
賞
を
と
っ
た
か
ら
す
ご
い
」
と
、

結
果
に
注
目
す
る
ほ
め
方
よ
り
、

「
一
カ
月
も
か
け
て
描
い
た
っ
て

す
ご
い
」
と
、
結
果
で
な
く
プ
ロ

セ
ス
を
ほ
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た

「
一
人
で
お
使
い
に
行
っ
て
し
っ

か
り
し
て
る
ね
」
と
、
そ
の
子
の

人
と
な
り
を
ほ
め
る
の
で
は
な

く
、「
一
人
で
お
使
い
に
行
っ
て

く
れ
て
、
お
母
さ
ん
助
か
る
わ
。

う
れ
し
い
」
と
、
行
動
を
ほ
め
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
子
ど
も
が
小

学
校
に
あ
が
っ
た
ら
、
家
の
中
を

少
し
ず
つ
で
も
手
伝
っ
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
皮
む

き
、
お
米
と
ぎ
、
床
ふ
き
、
お
風

呂
の
掃
除
な
ど
、
発
達
年
齢
に
あ

っ
た
無
理
の
な
い
お
手
伝
い
を
す

る
の
が
当
た
り
前
に
な
る
と
、
親

子
関
係
に
も
よ
い
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

「
わ
た
し
は
う
れ
し
い
」「
わ

4

第
十
三
回

大
松
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

フレンズ（広島県） 

石井クラブ（徳島県） 

甲浦（岡山県） 

坂出東部（香川県） 

湖山バレークラブ（鳥取県） 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

三崎クラブ（愛媛県） 

古志原クラブ（島根県） 

大津体育館（高知県） 

岩国ナイン（徳島県） 

宇多津体協（宇多津町） 

A1

B1

B2

B3

A3

A4 B4特設 

A2

いし　い 

こううら 

さかいでとう　ぶ 

こ　やま 

み　さき 

こ　し　ばら 

おお　つ　たいいくかい 

いわくに 

う　た　づたいきょう 

国
の
文
化
や
言
語
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
を

対
象
と
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派

遣
事
業
の
中
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

や
現
地
学
生
と
の
交
流
や
語
学
研

修
を
通
じ
て
豊
か
な
国
際
感
覚
を

養
う
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

町
国
際
交
流
会
で
は
、
外
国
人
を

招
い
て
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
多
国

籍
料
理
教
室
等
を
開
催
し
、
普
段

の
日
常
生
活
を
通
し
て
の
文
化
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
際
社
会
の
中
で
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

定
期
的
に
異
文
化
理
解
教
室
を
開

催
し
、
文
化
・
習
慣
等
を
学
び
、

お
互
い
に
認
め
合
い
大
切
に
す
る

心
を
育
て
て
お
り
、
今
後
も
継
続

事
業
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

ñ
ñ

人
権
ト
ピ
ッ
ク
ス
⑯
ñ
ñ

近
年
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、

国
際
化
社
会
を
反
映
し
て
、
諸
外

国
と
の
人
的
・
物
的
交
流
の
拡
大

に
伴
い
、
在
留
す
る
外
国
人
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
た
め
、
言

語
・
宗
教
・
習
慣
等
の
文
化
の
違

い
や
、
我
が
国
の
歴
史
的
経
緯
の

理
解
不
足
か
ら
在
日
韓
国
・
朝
鮮

人
等
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
心
の

ほ
か
、就
労
差
別
や
入
居
拒
否
等
、

外
国
人
に
対
す
る
様
々
な
人
権
問

題
が
み
ら
れ
ま
す
。

本
町
で
は
、
二
〇
〇
六
年
（
平

成
十
八
年
）
三
月
末
現
在
で
二
百

十
三
人
が
在
留
し
て
い
ま
す
が
、

国
籍
や
人
種
に
よ
っ
て
基
本
的
人

権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
外
国
人
の
持
つ
文
化
や
多
様

性
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
と
認

識
を
促
進
す
る
と
と
も
に
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
、
啓
発
活
動
を

推
進
し
ま
す
。

学
校
教
育
で
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
中
に
「
国
際
理
解
教
育
」
を

取
り
入
れ
、
町
国
際
交
流
会
と
連

携
を
図
り
、
外
国
人
と
の
ふ
れ
あ

い
の
時
間
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
か
ら

⑤
外
国
人
の
人
権

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト



た
し
は
感
動
し
た
」「
ど
き
ど
き

し
た
」
と
、
こ
ち
ら
の
気
持
ち
を

伝
え
ま
し
ょ
う
。「
ほ
ら
、
で
き

る
じ
ゃ
な
い
。
い
つ
も
そ
う
だ
と

い
い
ん
だ
け
ど
…
」
せ
っ
か
く
ほ

め
た
の
に
、
す
ぐ
そ
の
後
で
、
批

判
し
た
り
、
注
文
つ
け
た
り
し
た

ら
、
自
信
を
育
て
る
効
果
は
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

加
し
た
方
々
は
、
初
め
て
の
消
火

訓
練
な
ど
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

来
る
べ
き
災
害
に
備
え
て
真
剣
な

表
情
で
訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。

九
日
間
に
わ
た
っ
て
町
内
の
寺

社
で
実
施
さ
れ
た
「
う
た
づ
寺
子

屋
教
室
」
に
町
内
の
小
学
生
（
四

年
生
〜
六
年
生
）
八
八
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
年
の
目
標
は
宇
多

津
小
・
宇
多
津
北
小
の
児
童
の
交

流
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
各
自
夏
休
み
の

宿
題
や
課
題
・
図
書
を
持
ち
寄

り
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
た
ち
と

交
流
を
し
な
が
ら
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
自
主
学
習
と
は
別
に
地
域

の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
読
み
聞

か
せ
・
紙
芝
居
・
折
り
紙
教
室
を

し
て
い
た
だ
い
た
り
、
文
化
財
保

護
協
会
の
方
々
・
四
国
医
療
専
門

学
校
・
四
国
学
院
大
学
の
学
生
の

方
々
の
支
援
を
い
た
だ
き
、
町
内

の
お
寺
巡
り
ウ
ォ
ー
ク
や
南
隆
寺

で
座
禅
を
組
ん
だ
り
、
聖
通
寺
山

へ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
り
し
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
毎
朝
、
時
間
よ

り
早
く
か
ら
寺
社
に
集
ま
っ
て
き

て
、
自
分
た
ち
で
会
場
準
備
や
受

付
を
行
い
、
活
動
を
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
異
空
間
で
あ
る
お
寺
の
本

堂
で
は
、
お
話
し
を
聞
く
際
、
正

座
を
行
い
、
辛
抱
強
く
聞
く
心
構

え
が
身
に
付
い
て
き
て
い
ま
し

た
。「
来
年
度
も
ま
た
来
る
か
ら

絶
対
寺
子
屋
や
っ
て
よ
！
」
と
い

っ
た
言
葉
を
残
し
、
元
気
よ
く
帰

っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

5

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

宇
多
津
中
三
年
、
平
井
亜
紀
さ
ん

全
国
中
学
校
総
体
で
ベ
ス
ト
８

に
輝
い
た
平
井
さ
ん
が
、
十
一
月

二
日
∫
よ
り
福
島
県
で
開
催
さ
れ

る
国
際
大
会
（
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
ジ

ャ
パ
ン
大
会
Ｕ
―
17
）
に
日
本
代

表
の
一
員
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

平
井
さ
ん
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災
訓

練
が
、
七
月
二
十
三
日
に
大
橋
地

区
で
、
九
月
三
日
に
新
開
町
営
住

宅
地
区
と
津
の
郷
地
区
で
、
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
消
防
団
員
の
指
導
の
も
と
、

消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
や

担
架
搬
送
の
訓
練
が
行
わ
れ
、
参

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た

7/23
9/3
・

素
晴
ら
し
い
交
流
が
見
ら

れ
た
寺
子
屋
教
室

7/24
8/25
〜

お
め
で
と
う

ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
出
場



今
年
初
め
て
寺
子
屋
に
参
加
し

ま
し
た
。
友
だ
ち
と
協
力
し
て
宿

題
や
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

お
か
げ
で
夏
休
み
の
宿
題
が
半
分

ぐ
ら
い
終
わ
り
ま
し
た
。
夏
休
み

の
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

（
宇
多
津
小
　
６
年
児
童
）

僕
は
う
た
づ
寺
子
屋
教
室
に
参

加
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
、
宇
多

津
町
の
お
寺
と
神
社
が
お
ぼ
え
ら

れ
た
こ
と
と
宇
多
津
小
学
校
の
友

だ
ち
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
僕
は

来
年
も
こ
の
寺
子
屋
教
室
に
参
加

し
た
い
で
す
。

（
宇
多
津
北
小
　
４
年
児
童
）

自
分
を
試
す
場
所
が
保
障
さ
れ
て

い
た
の
で
す
。
仲
間
と
一
緒
に
居

る
と
楽
し
い
、
友
達
が
い
る
の
は

う
れ
し
く
、
み
ん
な
で
一
緒
に
遊

べ
る
こ
と
の
幸
せ
や
喜
び
を
感
じ

ま
し
た
。
指
導
者
に
必
要
な
の
は

『
豊
か
な
感
性
』
だ
と
子
ど
も
た

ち
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
楽
し
く

幸
せ
な
一
日
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
タ
ク
シ
ー
に
乗

っ
て
丸
亀
城
下
の
亀
山
動
物
園
へ

向
け
て
い
ざ
出
発
で
す
。
初
め
て

の
体
験
に
ド
キ
ド
キ
£
ワ
ク
ワ
ク

£
今
日
の
目
的
は
美
し
い
自
然
と

動
物
た
ち
に
触
れ
合
う
こ
と
で

す
。
橋
を
渡
る
と
コ
イ
と
ハ
ト
が

出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
ウ
ワ

ァ
、
ウ
ワ
ァ
」
の
歓
声
で
す
。

動
物
園
に
入
る
と
サ
ル
、
イ
ノ

シ
シ
、
シ
ャ
ボ
、
タ
ヌ
キ
な
ど
暑

い
中
で
ぐ
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た

が
園
児
の
元
気
な
声
に
び
っ
く

り
！
大
好
き
な
ウ
サ
ギ
も
食
事
中

で
み
ん
な
網
に
張
り
つ
い
て
見
て

い
ま
し
た
。

普
段
と
違
う
雰
囲
気
の
中
で
自

然
と
動
物
と
仲
良
し
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

瞳
が
キ
ラ
キ
ラ
ま
ぶ
し
い
の
も
こ

の
自
然
と
動
物
の
お
か
げ
か
な
？

爽
や
か
な
風
と
真
夏
の
日
差
し

を
全
身
に
受
け
な
が
ら
遊
歩
道
を

散
歩
し
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
ク
を
楽

し
ん
で
い
る
と
途
中
た
く
さ
ん
の

セ
ミ
の
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

セ
ミ
を
捕
ま
え
れ
て
見
せ
る
と
、

怖
そ
う
に
し
て
い
る
子
も
い
ま
し

た
が
、
ま
だ
欲
し
が
る
子
も
い
て

袋
に
い
れ
て
園
に
持
ち
帰
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
お
や
つ
の
時

間
！
公
園
の
木
陰
に
腰
を
掛
け
て

み
ん
な
で
お
友
だ
ち
の
顔
を
見
な

が
ら
楽
し
く
食
べ
ま
し
た
。

そ
ろ
そ
ろ
帰
り
の
時
間
も
近
づ

き
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
ま
で
帰
っ
て

い
き
ま
し
た
が
ま
だ
遊
び
た
い
と

泣
く
子
も
い
ま
し
た
。
タ
ク
シ
ー

の
中
で
は
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
を

お
話
し
な
が
ら「
ま
た
来
た
い
ね
」

と
…
。
次
の
お
出
か
け
を
約
束
し

ま
し
た
。

今
年
の
夏
も
、
平
山
保
育
所
の

園
庭
に
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響

き
渡
り
『
生
き
る
喜
び
』
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。「
笑
い
」

「
感
動
」
そ
こ
に
は
指
導
は
な
く
、

結
果
も
な
く
、
生
き
生
き
と
、
自

由
に
、
自
己
表
現
で
き
る
環
境
だ

け
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
自

分
以
外
の
人
に
変
身
で
き
る
お
も

し
ろ
さ
。
楽
し
さ
。
子
ど
も
の
気

持
ち
を
く
み
取
り
、
し
っ
か
り
と

受
け
と
め
、
共
感
し
、
十
分
に
楽

し
ん
で
も
ら
う
。
何
を
し
て
も
い

い
、
何
を
し
て
も
叱
ら
れ
な
い
、

6

楽
し
か
っ
た
ね
。

丸
亀
亀
山
動
物
園

あ
お
や
ま
保
育
園

8/21

ボ
デ
ィ

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

平
山
保
育
所

8/2



交
流
会
で
幼
稚
園
児
と
保
育
園

児
が
つ
な
が
っ
て
い
く
な
か
で
、

「
仲
良
く
、
楽
し
く
を
」
テ
ー
マ
に

子
ど
も
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

何
を
す
る
の
か
分
か
ら
な
い
子

ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
！
先
生
が

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ピ
ン
ク
色
の
ざ
ら

め
を
出
す
と
子
ど
も
た
ち
は
不
思

議
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し
し
、
食
べ

て
み
る
と
「
砂
糖
み
た
い
」「
い

ち
ご
の
に
お
い
」「
甘
い
ね
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
待
っ

て
い
た
の
は
、
綿
菓
子
を
作
る
機

械
で
す
。「
こ
れ
は
何
か
な
？
」

の
問
い
か
け
に
一
生
懸
命
考
え
て

拍
手
喝
采
。
園
庭
で
す
い
か
を
お

い
し
く
食
べ
ま
し
た
。
味
は
最

高
！
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

自
治
会
の
結
成
に
向
け
て
準
備

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
協
議
を
行

っ
て
い
た
浜
七
番
丁
の
有
志
の
皆

さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、こ
の
度
、

浜
七
番
丁
自
治
会
が
正
式
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

九
月
二
日
に
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
、
会
則
の
承
認
を
は
じ
め
役

員
の
選
任
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。浜

七
番
丁
自
治
会
の
加
入
世
帯

数
は
六
十
二
戸
で
、
会
長
に
は
西

本
加
壽
穂
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。防

災
や
防
犯
の
問
題
に
は
、
地

域
の
連
携
が
非
常
に
重
要
だ
と
い

う
想
い
が
、
自
治
会
結
成
へ
の
き

っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

浜
七
番
丁
自
治
会
は
、
新
都
市

地
域
で
は
六
番
目
の
結
成
で
、
宇

多
津
町
の
自
治
会
総
数
は
四
十
六

と
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
、
自
治
会
未
結
成
地
域
の

皆
さ
ん
、
地
域
の
発
展
の
た
め
、

自
治
会
結
成
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

恒
例
の
わ
か
く
さ
サ
マ
ー
バ
ザ

ー
ル
が
、
わ
か
く
さ
北
保
育
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
狭
し
と
並
べ
ら
れ
た
バ

ザ
ー
品
の
数
々
が
、
開
催
と
同
時

に
ど
ん
ど
ん
売
れ
て
い
き
ま
し

た
。
保
護
者
や
地
域
の
方
か
ら
も

「
毎
年
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。」
と
い
う
う
れ
し
い
声

も
聞
く
こ
と
が
で
き
、
手
伝
っ
て

く
だ
さ
っ
た
お
母
さ
ん
方
も
楽
し

み
な
が
ら
の
バ
ザ
ー
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
日
は
二
歳
か
ら
五
歳
ま
で

の
ク
ラ
ス
参
観
も
同
時
開
催
さ

れ
、
保
育
園
で
の
楽
し
く
て
の
び

の
び
し
た
様
子
も
見
て
い
た
だ
い

て
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
有

意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
冬
の
わ
か
く
さ
バ
ザ
ー

ル
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

い
ま
し
た
。
割
り
箸
に
白
い
フ
ワ

フ
ワ
し
た
も
の
が
で
き
る
と
、

「
わ
た
が
し
〜
！
」
と
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
教

師
と
一
緒
に
作
り
食
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
園
庭
で
す
い
か
割
り

で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
子
が
経
験
し

た
こ
と
が
な
く
、
ド
キ
ド
キ
、
ワ

ク
ワ
ク
。
目
隠
し
の
代
わ
り
に
手

作
り
の
メ
ガ
ネ
を
し
て
、
棒
を
持

っ
て
初
め
て
の
す
い
か
割
り
。

「
真
っ
直
ぐ
…
」「
も
う
少
し
横
」

「
行
き
過
ぎ
」
な
ど
す
い
か
の
場

所
を
教
え
て
も
ら
っ
て
元
気
よ
く

「
え
い
é
」
す
い
か
に
見
事
に
命

中
。な

か
な
か
割
れ
な
い
の
で
、
最

後
は
先
生
が
や
っ
て
み
ま
し
た
。

す
い
か
は
二
つ
に
割
れ
、
み
ん
な

7

盛
況
！
わ
か
く
さ
サ

マ
ー
バ
ザ
ー
ル

わ
か
く
さ
北
保
育
園

9/9

浜
七
番
丁
自
治
会
が

結
成
さ
れ
ま
し
た

9/2

子
ど
も
夏
祭
り

交
流
会

青
山
幼
稚
園

8/29



8

今
年
の
夏
も
格
別
の
暑
さ
で
し

た
ね
。
皆
さ
ん
夏
バ
テ
し
て
い
ま

せ
ん
か
？
　
最
近
は
日
中
も
随
分

涼
し
く
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
九
月
十
八
日
の
敬
老
会

は
私
た
ち
婦
人
会
の
大
イ
ベ
ン
ト

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
で

し
ょ
う
か
？

今
年
の
大
松
杯
は
、
十
月
七
・

八
日
。
私
た
ち
も
う
ど
ん
の
接
待

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
応
援
に

き
て
お
い
し
い
う
ど
ん
を
食
べ
て

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

お
い
で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

▼
日
時

十
月
六
日
ª

午
後
六
時

▼
場
所

倉
の
館
三
角
邸

毎
月
第
二
金
曜
日
の
午
後
三
時

三
十
分
か
ら
図
書
室
で
実
施
し
て

い
る
「
お
り
が
み
教
室
」
に
来
て

み
ま
せ
ん
か
。
指
導
は
、
山
本
磯

吉
先
生
で
す
。
簡
単
な
も
の
か
ら

連
鶴
（
れ
ん
づ
る
）
等
の
む
ず
か

し
い
作
品
ま
で
色
々
教
え
て
く
れ

ま
す
。
下
校
後
、
一
度
家
に
帰
っ

て
か
ら
キ
ッ
ズ
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

材
料
や
ハ
サ
ミ
等
は
用
意
し
ま
す
。

▼
対
象

四
才
〜
小
学
生

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

▼
参
加
費

無
料

「
い
の
ち
の
い
ろ
え
ん
ぴ
つ
」

詩
・
絵
／
豊
島
　
加
純

文
／
こ
や
ま
峰
子

絵
／
マ
イ
ケ
ル
・
グ
レ
イ
ニ
エ
ツ

脳
腫
瘍

の
う
し
ゅ
よ
う

と
い
う
大
病
と
た
た
か

い
な
が
ら
十
歳
の
少
女
が
描
い
た

純
粋
な
絵
と
詩
。
ぜ
ひ
読
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

十
月
八
日
∂
午
後
一
時
三
十
分
〜

●
お
り
が
み
教
室

十
月
十
三
日
ª
午
後
三
時
三
十
分
〜

●
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
遊
び

十
月
二
十
七
日
ª
午
後
三
時
三
十
分
〜

▼
問
い
合
わ
せ
先

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ

@
49
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４
０
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羅
や
向
き
合
っ
て
い
る
姉
妹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
壱
沙

絽
、
紗
な
ど
の
薄
く
軽
や
か
な
織
物
を
う
す
も
の
と
云
う
。
木
の
間
か

ら
く
る
そ
よ
風
に
近
く
か
ら
風
鈴
の
音
が
思
い
出
し
た
よ
う
に
聞
こ
え
て

く
る
。
姉
妹
は
娘
の
頃
の
昔
話
が
つ
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

鑑
賞
　
山
下
　
青
穂

空
カ
ン
が
川
下
に
い
て
夏
終
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
謙
太
郎

筋
書
の
な
が
な
が
と
な
り
秋
す
だ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
田
ゆ
た
か

青
紫
蘇
の
香
を
摘
み
つ
つ
ひ
と
つ
づ
つ
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
倭
文

彼
岸
花
山
の
峰
え
と
続
き
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
原
せ
つ
子

野
仏
の
い
な
が
ら
に
し
て
夏
終
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
た
か
ひ
ろ

秋
灯
に
花
束
抱
け
ば
少
女
映
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
　
樹
子

し
ゃ
く
り
の
よ
う
に
夕
べ
の
法
師
蝉
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
よ
し
を

稲
穂
中
こ
ぼ
れ
落
ち
た
る
雀
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
す
み
子

鰯
雲
母
の
た
め
ら
い
や
わ
ら
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
乃
理
子

山
道
の
夕
日
に
染
ま
る
蕎
麦
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
　
貞
夫

秋
草
や
電
車
過
ぎ
去
る
無
人
駅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
福
　
吉
美

は
な
れ
よ
り
声
洩
れ
く
る
秋
ざ
く
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
壱
沙

風
鈴
の
目
覚
に
た
ど
る
旅
の
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
原
た
け
を

秋
空
の
寺
領
に
弾
む
鈴
の
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
田
あ
き
ら

生
と
死
や
台
風
沖
を
来
つ
つ
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
荷
葉
子

咲
き
継
い
で
桔
梗
の
花
の
色
濃
く
す
　
　
　
　
　
　
　
　
出
来
た
け
し

水
足
し
て
仏
を
想
う
糸
と
ん
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
光
峰

気
づ
か
ね
ば
風
に
ま
ぎ
れ
し
秋
ざ
く
ら
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
か
つ
子

流
星
や
茶
碗
の
食
器
水
を
き
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
渕
よ
し
み
ち

雨
あ
が
り
い
ち
じ
く
分
け
て
い
る
姉
妹
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
青
穂

と
も
だ
ち
ふ
え
る
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ

お
り
が
み
教
室
の
ご
案
内

キ
ッ
ズ
の
お
す
す
め

新
規
購
入
図
書

月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

９

お
月
見
茶
会
の
ご
案
内 
女
性
セ
ミ
ナ
ー
よ
り 



町
で
は
、
左
記
の
要
領
で
接
種

希
望
者
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
実
施
期
間

十
月
十
六
日
∑
〜

十
二
月
二
十
八
日
∫

（
休
診
日
は
除
く
）

▼
対
象
者

①
宇
多
津
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て

い
る
満
六
十
五
歳
以
上
の
方

（
接
種
時
）

②
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

で
、
心
臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼

吸
器
の
機
能
に
障
害
の
あ
る
身

障
手
帳
一
級
、
二
級
を
有
す
る

方
（
身
障
手
帳
を
医
療
機
関
の

窓
口
で
提
示
の
こ
と
）

▼
接
種
機
関

町
内
及
び
坂
出
市
内
医
療
機
関

（
十
一
月
一
日
か
ら
は
、
申
出

に
よ
り
県
内
指
定
医
療
機
関
で

も
接
種
で
き
ま
す
。）

固
い
物
が
食
べ
に
く
く
な
っ

た
、
汁
物
で
む
せ
る
、
口
の
渇
き

が
き
に
な
る
な
ど
の
症
状
に
心
当

た
り
が
あ
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
ら
は
、「
口
腔
機
能
の
低
下
」

の
危
険
信
号
で
す
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
楽
し
い

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
口
腔
機
能
の
向
上
を
図
る

「
健
口
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

①
十
月
二
十
日
ª

②
十
月
二
十
六
日
∫

共
に
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
二
階
研
修
室

▼
対
象
者

六
十
五
歳
以
上
の
方

▼
内
容

・
歯
科
医
師
の
お
話

・
診
察

・
歯
科
衛
生
士
の
歯
の
磨
き
方
指
導

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
町
保
健
セ
ン
タ
ー
一
階
）

@
49
―
８
７
４
０

▼
自
己
負
担

一
、
二
〇
〇
円

（
補
助
は
一
回
の
み
）

た
だ
し
、
次
の
方
は
、
証
明
書

を
持
参
す
れ
ば
、
無
料

・
生
活
保
護
世
帯

・
非
課
税
世
帯

該
当
者
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
、

証
明
書
の
交
付
を
い
た
し
ま

す
。
た
だ
し
、
平
成
十
八
年
一

月
一
日
時
点
に
宇
多
津
町
に
住

民
票
が
あ
っ
た
方
の
み
の
証
明

と
な
り
ま
す
。

▼
備
考

詳
し
い
受
け
方
に
つ
い
て
は
、

書
類
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

@
49
―
８
０
０
８

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
る

原
因
は
様
々
で
す
が
、
口
の
健
康

に
関
係
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
口
の
お
手
入
れ
は
口
腔
内
の

細
菌
に
よ
る
肺
炎
を
防
ぐ
た
め
に

も
必
要
で
す
。

10

平
成
十
八
年
度

六
十
五
歳
以
上
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
助
成
の
実
施

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着
図
書
案
内

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
う
た
づ

思い出トランプ
向田邦子

静寂の子
谷村志穂

全国フリーきっぷ
ガイド
松本典久

ほんとうの
南極犬物語
綾野まさる

ステラの
えほんさがし
リサ･キャンベル･
エルンスト

むしのあかちゃん
伊丹市昆虫館 著

一
般
書

児
童
書

編

著著

編

監修

資
源
ゴ
ミ
収
集
日

A
浜
一
、
二
、
三
、
四
番
丁
（
臨
海
公
園
西
側
）
10
／
16
・
30

B
浜
五
番
丁
（
一
号
児
童
公
園
）
10
／
12
・
26

C
浜
六
番
丁
（
二
号
児
童
公
園
）
10
／
13
・
27

D
浜
七
、
八
、
九
番
丁
（
中
央
公
園
東
側
入
口
）
10
／
11
・
25

E
町
内
全
域
（
町
役
場
駐
車
場
）
毎
週
土
曜
日
　
※
各
場
所
で
午
前
八
時
〜
正
午
で
収
集
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

健
口
教
室
の
ご
案
内

セ
ン
タ
ー
の
八
月
の
相
談
実
績

（
延
人
数
）

・
総
合
相
談

介
護
・
日
常
生
活
…
四
十
四
人

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
…
三
十
九
人

医
療
…
…
…
…
…
五
人

所
得
・
家
庭
生
活
…
〇
人

苦
情
…
…
…
…
…
二
人

そ
の
他
…
…
…
…
四
人

・
介
護
予
防
支
援
…
…
四
十
一
人

・
権
利
擁
護
…
…
…
…
〇
人

計
　
百
三
十
五
人

こ
の
保
険
は
、
宇
多
津
町
に
住

ん
で
い
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加

入
で
き
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
た

め
の
保
険
で
す
。
詳
し
く
は
、
添

付
さ
れ
て
い
る
加
入
申
込
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料

一
人（
一
年
分
）一
、
二
〇
〇
円

▼
予
約
受
付

十
月
二
日
〜

▼
加
入
期
間

十
一
月
一
日
〜（
一
年
間
）

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

@
49
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町
民
交
通
傷
害
保
険
の

加
入
時
期
が
き
ま
し
た



お
り
、
児
童
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
る
家
庭
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

滞
在
委
託
費
と
児
童
移
送
費
を

実
情
に
応
じ
て
、
お
支
払
い
し
ま

す
。
ま
た
賠
償
責
任
保
険
に
も
加

入
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

西
部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

丸
亀
市
土
器
町
東
八
―
五
二
六

@
24
―
３
１
７
３

預
金
取
扱
金
融
機
関
が
破
綻
し

た
場
合
は
、「
無
利
息
・
要
求
払
い

・
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

こ
と
」
と
い
う
三
要
要
件
を
備
え

た
決
済
用
預
金
が
全
額
保
護
、
そ

の
他
の
預
金
保
険
対
象
預
金
（
利

息
の
つ
く
普
通
預
金
や
定
期
預
金

な
ど
）
は
一
千
万
円
ま
で
の
元
本

と
そ
の
利
息
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

四
国
財
務
局

@
０
８
７
―
８
３
１
―
２
１
３
１
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香
川
県
と
香
川
労
働
局
で
は
、

解
雇
、
退
職
、
賃
金
未
払
い
、
労

働
条
件
の
引
下
げ
等
の
労
使
関
係

上
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
弁
護

士
等
に
よ
る
無
料
労
働
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。（
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。）

▼
日
時

十
月
二
十
八
日
º
・
二
十
九
日
∂

正
午
〜
午
後
四
時

▼
場
所

Ｊ
Ｒ
高
松
駅
二
階（
改
札
口
上
）

▼
対
象
者

県
内
の
事
業
所
に
お
勤
め
の
労

働
者
、
使
用
者

▼
相
談
員

弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
な
ど

▼
費
用

無
料

▼
申
込
み

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
労
働
委
員
会
事
務
局

@
０
８
７
―
８
３
２
―
３
７
２
１

県
で
は
、
児
童
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
児
童
に
、
週
末
や
休

暇
期
間
中
な
ど
に
、
短
期
間
、
家

庭
生
活
を
体
験
し
て
も
ら
う
週
末

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を
実
施
し
て

預
金
保
険
制
度
に
つ
い
て

無
料
労
働
相
談
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

今
年
も
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す 

契
約
・
遺
言
は
公
正
証
書
で
「
公
証
週
間
」
十
月
一
日
〜
七
日
　
▼
問
い
合
わ
せ
先

丸
亀
公
証
役
場
　
@
23
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臨
海
公
園
の
駐
車
場
（
正
面
駐

車
場
・
臨
時
駐
車
場
）
で
、
夜
間

に
お
け
る
暴
走
行
為
や
騒
音
、
そ

の
他
迷
惑
行
為
等
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
様
な
状
況
に
よ
り

迷
惑
行
為
等
の
な
い
地
域
づ
く
り

に
配
慮
し
、
週
末
夜
間
に
お
い
て

駐
車
場
（
正
面
駐
車
場
・
臨
時
駐

車
場
）
を
封
鎖
し
て
い
ま
す
。
封

鎖
時
間
は
次
の
通
り
で
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
封
鎖
す
る
日

①
金
曜
日
〜
日
曜
日

②
休
日
及
び
そ
の
前
日

③
そ
の
他

▼
封
鎖
時
刻

午
後
十
時
〜
午
前
六
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
建
設
課

@
49
―
８
０
１
２

臨
海
公
園
に
お
け
る
週
末
夜
間
封
鎖
に
つ
い
て 

毎
年
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
皆
様
か
ら
の
あ
た
た
か
い
善
意
の

ご
寄
付
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
十
月
一
日
よ
り
「
地
域
の
福
祉
、
み
ん
な
で
参
加
を
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
一
斉
に
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」
が
始
ま

り
ま
す
。

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
体
の
不
自
由
な
人
や
高
齢
者
な
ど
手
助
け

を
必
要
と
す
る
人
々
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
赤
い
羽
根
は
、
そ
う
い

っ
た
支
援
を
必
要
と
す
る
人
々
の
た
め
の
募
金
で
す
。
誰
も
が
住
み

な
れ
た
ま
ち
で
、
安
心
・
安
全
の
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、「
誰

か
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う
皆
さ
ん
の
助
け
合
い
の
気
持
ち
を
、

六
十
回
を
迎
え
る
こ
の
運
動
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

共
同
募
金
会
宇
多
津
町
支
会

@
49
―
０
２
８
７



県
弁
護
士
会
と
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
は
、
土
地
境
界
に
関
す
る

争
い
を
裁
判
外
で
解
決
す
る
「
境

界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
か
が
わ
」

を
協
働
で
開
設
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
境
界
紛
争
の
解
決
は

裁
判
に
頼
っ
て
き
ま
し
た
が
、
証

拠
の
収
集
等
に
土
地
家
屋
調
査
士

の
専
門
知
識
が
生
か
さ
れ
ず
、
ま

た
時
間
と
費
用
が
か
か
り
、
解
決

後
に
お
い
て
も
当
事
者
間
に
し
こ

り
を
残
す
な
ど
の
問
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
弁
護
士

と
土
地
家
屋
調
査
士
が
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
性
を
生
か
し
て
、
当
事
者

間
の
調
停
を
進
め
、
公
正
か
つ
低

廉
、
迅
速
、
柔
軟
な
解
決
を
図
り

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

「
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
か
が
わ
」

高
松
市
丸
の
内
九
番
九
号
　
県
土

地
家
屋
調
査
士
会
管
内
（
西
日
本

放
送
　
Ｒ
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
東
側
）

@
０
８
７
―
８
２
１
―
１
８
９
０

調
査
員
が
調
査
票
を
受
け
取
り
に

伺
い
ま
す
。

お
手
元
の
調
査
票
の
ご
記
入
は
お

済
み
で
す
か
？
も
れ
が
な
い
か
も

う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら
一
緒

に
お
渡
し
し
ま
し
た
「
調
査
票
の

記
入
の
し
か
た
」
を
ご
覧
の
上
、

も
れ
な
く
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
調

査
票
の
回
収
に
つ
き
ま
し
て
は
、

十
月
一
日
以
降
、
調
査
員
が
行
い

ま
す
の
で
、
そ
の
調
査
員
に
お
渡

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
調
査
票
の

配
布
及
び
回
収
の
際
に
は
、
調
査

員
は
必
ず
「
調
査
員
証
」
を
携
行

し
て
い
ま
す
。

町
総
務
課

@
49
―
８
０
１
３

12

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
及
び
県

司
法
書
士
会
の
共
催
の
登
記
無
料

相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。
土
地
、

建
物
の
調
査
、
測
量
、
登
記
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

十
月
七
日
º

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

▼
場
所

・
丸
亀
市
民
会
館

・
善
通
寺
市
民
会
館

こ
の
他
、
県
下
六
会
場
で
同
時

開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
後
援

高
松
法
務
局

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
土
地
家
屋
調
査
士
会

@
０
８
７
―
８
２
１
―
１
８
３
６
㈹

国
土
交
通
省
の
「
土
地
月
間
」

の
一
環
と
し
て
、
県
不
動
産
鑑
定

士
協
会
に
所
属
す
る
鑑
定
士
が
土

地
の
価
格
そ
の
他
に
つ
い
て
無
料

で
相
談
に
応
じ
る
「
不
動
産
無
料

相
談
会
」
を
左
記
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時

十
月
六
日
ª

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

▼
場
所

・
高
松
会
場

県
庁
東
館
一
階
　
ロ
ビ
ー

・
丸
亀
会
場

丸
亀
市
役
所
一
階
相
談
室

▼
相
談
会
の
内
容
等

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
に
所
属

す
る
不
動
産
鑑
定
士
（
各
会
場

三
名
程
度
）
が
土
地
・
建
物
等

の
価
格
や
土
地
取
引
に
関
す
る

相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

▼
留
意
事
項

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
者
が
多
数
の
場
合
は
、
会

場
で
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
主
催

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

▼
後
援

国
土
交
通
省
、
香
川
県

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
事
務
局

（
高
松
市
西
内
町
三
―
七
森
ビ
ル
二
階
）

@
０
８
７
―
８
２
２
―
８
７
８
５

平
成
十
八
年
度「
法
の
日
」の

登
記
無
料
相
談
に
つ
い
て

平
成
十
八
年

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

「
不
動
産
無
料
相
談
会
」の

開
催

広告 

浜三番丁25-7（四国健康村前） 
営業時間／17:00～25:00・年中無休　@49-5339

と 

と 

の 

お店です!!!

広告 伝統を受け継ぎながら、総合医療専門学校へ。 

新生「四国医療専門学校」 
の誕生です。 

「四国医療専門学校」と「四国リハビリテーション学院」が統合し、 
総合医療専門学校として新たな第一歩を踏み出しました。 

学校法人  大麻学園 

四国医療専門学校 
宇多津町浜五番丁62-1 
TEL 41-2323　http://www.459.ac.jp/

「
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
　
心
と
か
ら
だ
　
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
健
康
職
場
」
第
五
十
七
回
全
国
労
働
衛
生
週
間
　
十
月
一
日
〜
七
日

境
界
ト
ラ
ブ
ル
を
円
滑
に
解
決

「
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー

か
が
わ
」
十
月
開
設

県
弁
護
士
会
・
県
土
地
家
屋
調
査
士
会



石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
を
取
り

扱
う
作
業
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ

り
中
皮
腫
や
肺
が
ん
等
を
発
症

し
、
平
成
十
三
年
三
月
二
十
六
日

以
前
に
死
亡
し
た
労
働
者
等
の
遺

族
の
方
で
、
時
効
に
よ
り
労
災
保

険
法
よ
る
遺
族
補
償
給
付
を
受
け

る
権
利
が
消
滅
し
た
方
に
対
し
て

特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
特
別
遺
族
給
付
金
の
支
給
を

希
望
す
る
方
は
、
最
寄
の
労
働
基

準
監
督
署
に
ご
相
談
の
う
え
、
請

求
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
坂
出
監
督
署

管
轄
区
域
…
坂
出
市
、
綾
歌
郡
部

@
46
―
３
１
９
６

兵
庫
県
で
は
、
過
去
に
兵
庫
県

で
お
住
ま
い
の
方
で
、
石
綿
（
ア

ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る
症
状
が
あ
る

方
に
対
し
て
健
康
手
帳
の
交
付
・

13

▼
場
所

町
健
康
保
険
セ
ン
タ
ー

▼
検
診
量

無
料

▼
締
め
切
り

十
一
月
十
日
ª

▼
問
い
合
わ
せ
先

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
ミ
ド
ル

香
川
　
会
長
　
山
地
シ
ゲ
子

@
・
J
49
―
０
５
７
１

九
月
十
七
日
、
宮
崎
県
で
台
風

13
号
の
影
響
に
よ
り
、
多
数
の
住

家
が
全
半
壊
な
ど
の
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
災
害
で
被
害
を
受

け
た
方
々
の
支
援
を
目
的
に
、
義

援
金
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

十
月
十
九
日
∫
ま
で

平
日
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
受
付
場
所

町
社
会
福
祉
協
議
会
内

共
同
募
金
会
宇
多
津
町
支
会

@
49
―
０
２
８
７

半
年
に
一
度
の
経
過
観
察
に
要
す

る
医
療
費
の
個
人
負
担
額
を
助
成

す
る
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
健
康
生
活
部
健
康
局
疾

病
対
策
課
検
診
指
導
係

@
０
７
８
―
３
６
２
―
３
２
６
２

「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
」
は
乳
が
ん

を
な
く
す
運
動
な
の
で
す
。「
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
」
が
あ
な
た
を
救

い
ま
す
。
日
本
で
は
約
四
万
人
の

女
性（
お
よ
そ
二
十
三
人
に
一
人
）

が
乳
が
ん
に
か
か
り
一
万
人
も
の

女
性
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
乳

が
ん
に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
検

診
に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま
し
ょ

う
。

▼
対
象

四
十
歳
以
上
の
女
性
な
ら
ど
な

た
で
も
受
診
で
き
ま
す

▼
日
時

十
一
月
二
十
三
日（
木
・
祝
）

午
前
九
時
〜
午
後
二
時

— 広告 規定制服販売店 

ネームがすぐ入ります!

宇多津小学校・宇多津北小学校・宇多津中学校　指定店 

@４９-０１０３ 
●長袖シャツ●半袖シャツ 
●ブルマー●ハーフパンツ 
●ホッピングパンツ 
●エプロンセットには 

宇多津町伊勢町 
ネーム入れは 
無料です!

広告 

（マミーの横） 

自然素材クリーニング（ECO洗い）を 
毎日基本料金の半額でご奉仕しています!

（特殊品は除く） 

AM8:00～PM7:00　定休日／毎週水曜日　TEL 49-6278

会員様 
限り 

「
ね
え
み
ん
な
、
こ
の
金
額
に
目
に
留
め
て
」
香
川
県
最
低
賃
金
　
時
間
額
6
2
9
円
（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
改
定
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

香
川
労
働
局
　
@
０
８
７
―
８
３
１
―
７
２
８
３

兵
庫
県
健
康
生
活
部
健
康
局
疾

病
対
策
課
よ
り
「
石
綿
（
ア
ス

ベ
ス
ト
）健
康
管
理
支
援
事
業
」

の
お
知
ら
せ

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）を
取

扱
っ
た
方
へ
の
お
知
ら
せ

早
め
に
ご
相
談
を
！

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
ミ
ド
ル

香
川
主
催

「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
」マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
検
診
の
ご
案
内

宮
崎
県
台
風
１３
号

被
害
義
援
金
募
集

22 
∂ 

29 
∂ 

内科及び小児科 外　　科 

富士クリニック 
（宇多津町） 
149－7576

つざき内科クリニック 
（林田町） 
147－0130

聖マルチン病院 
（谷　町） 
146－5195

坂出市立病院 
（文京町） 
146－5131

前田外科医院 
（江尻町） 
146－5955

10月の休日当番医院 

※変更することがありますので、新聞等で確認してください。 

1 
∂ 

8 
∂ 

9 
∑ 

内科及び小児科 外　　科 

回生病院 
（室　町） 
146－1011

15 
∂ 

いけうち小児科医院 
（宇多津町） 
149－2100

まつむら内科クリニック 
（江尻町） 
144－1133

北条医院 
（江尻町） 
146－2201

綾循環器科内科医院 
（久米町） 
146－6277

佐藤医院 
（元　町） 
146－3387

高尾医院 
（元　町） 
146－5111

「法の日」週間記念無料法律相談
ê日時 10月5日∫ 午前10時～午後3時30分　ê場所 高松家庭・簡易裁判所　※予約不要（受付順）



▼
選
考
日

十
一
月
二
日
∫

（
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
。）

▼
受
験
資
格

左
記
の
二
項
目
を

満
た
し
て
い
る
者
。

①
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
〜
昭

和
六
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
者
で
、
自
ら
で
通
勤

が
で
き
、
か
つ
、
介
護
な
し
に

職
務
の
遂
行
が
可
能
な
者
。

▼
申
込
期
間

十
月
十
日
∏
〜
二
十
四
日
∏

▼
採
用
人
員

一
名

▼
備
考

そ
の
他
の
試
験
に
関
す

る
こ
と
は
、
試
験
案
内
を
町
総

務
課
に
用
意
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
後
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
総
務
課
　
中
村
　
本
田

@
49
―
８
０
１
３

※
ス
コ
ッ
プ
を
お
持
ち
の
方
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ス
イ
セ
ン
を
植
え
る
位
置

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
建
設
課

@
49
―
８
０
１
２

▼
募
集
学
科

第
一
看
護
学
科

（
修
業
年
限
三
年
）

①
推
薦
試
験
及
び

社
会
人
第
一
回
試
験

▼
受
験
資
格

・
推
薦
…
平
成
十
九
年
三
月
高
等

学
校
卒
業
見
込
み
の
者
で
、
校

長
の
推
薦
を
受
け
た
者
。

・
社
会
人
…
高
等
学
校
卒
業
後
二

年
以
上
の
社
会
人
（
学
年
を
含

む
）

▼
出
願
期
間

十
月
二
十
三
日
∑

〜
十
一
月
二
日
∫

▼
試
験
日

十
一
月
十
二
日
∂

▼
合
格
発
表

十
一
月
十
六
日
∫

②
一
般
試
験
及
び

社
会
人
第
二
回
試
験

▼
受
験
資
格

・
一
般
…
高
校
卒
業
者
及
び
平
成

十
九
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者

・
社
会
人
…
高
等
学
校
卒
業
後
二

年
以
上
の
社
会
人
（
学
生
を
含

む
）

昨
年
か
ら
大
束
川
を
ス
イ
セ
ン

の
花
で
飾
り
、
美
し
い
景
観
を
形

成
し
、川
に
親
し
め
る
よ
う
に
と
、

三
年
計
画
で
ス
イ
セ
ン
の
球
根
を

植
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し

ま
し
た
。

二
年
目
の
今
回
は
、
一
万
個
の

球
根
を
植
え
る
計
画
を
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
賛
同
し
て
く
だ
さ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

ス
イ
セ
ン
の
花
が
好
き
な
人
や

興
味
あ
る
人
、
ま
た
親
子
で
ふ
れ

あ
う
機
会
と
し
て
な
ど
、
誰
で
も

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
の
協
力
で
、
来
春
に
大
束
川

に
美
し
い
ス
イ
セ
ン
の
花
を
咲
か

せ
ま
し
ょ
う
。

ス
イ
セ
ン
を
咲
か
す
会
実
行
委
員
会

会
長
　
前
川
　
宗
幸

▼
実
施
日

十
月
九
日
¥
　
午
前
九
時
か
ら

▼
集
合
場
所

美
奈
登
商
事
さ
ん

の
駐
車
場
を
お
借
り
し
て
い
ま

す
。
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
徒
歩
で
の
参
加
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

14

平
成
十
九
年
度

香
川
看
護
専
門
学
校
学
生

募
集

身
体
障
害
者
を
対
象
と
し

た
町
臨
時
職
員
採
用
選
考

試
験
に
つ
い
て

広告 

介護付有料老人ホーム 

入居者 
募集中 

★保証金無料　★個室でプライバシー保護　★要介護1～5の方 

担当／氏家（うじけ）・内木場（うちこば） @49-9221

広告 

制服他…取り扱い店 
■山田衣料店（山下）@49-0980　■渡辺衣料店（栄町）@49-0816 
■長尾衣料店（栄町）@49-0155　■吉田衣料店（栄町）@49-0508

宇多津小学校　　宇多津北小学校 

宇多津中学校 

毎
年
十
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」
労
働
保
険
加
入
手
続
を
取
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
皆
様
は
、
坂
出
公
共
職
業
安
定
所
（
@
46
―
５
５
４
５
）
ま
で
ご
相
談
を
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す

新大束川橋 新大束川橋 
大 
束 
川 

集合場所



▼
出
願
期
間

平
成
十
九
年
一
月
四
日
∫
〜

一
月
十
九
日
ª

▼
試
験
日

平
成
十
九
年
一
月
二
十
八
日
∂

▼
合
格
発
表

平
成
十
九
年
二
月
一
日
∫

▼
募
集
人
員

男
女
四
十
人
（
①
②
合
せ
て
）

▼
資
料
請
求
及
び
問
い
合
わ
せ
先

香
川
看
護
専
門
学
校

@
63
―
６
１
６
１

http://w
w
w
.kagaw

akango.
ac.jp

▼
募
集
コ
ー
ス

・
野
菜
園
芸

・
花
き
園
芸

・
果
樹
園
芸

・
造
園
緑
化

・
畜
産

▼
募
集
人
員

四
十
五
名

（
推
薦
概
ね
八
割
・
一
般
二
割
程
度
）

①
推
薦
入
学

▼
受
験
資
格

県
内
高
等
学
校
を
平
成
十
九
年

ル
の
サ
ポ
ー
ト
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
託
児
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
様
々
な
子
育
て
家
庭
の
支
援
を

し
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
は
、
左
記
の
要

領
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
研
修
を
全
て
受
講
さ
れ

た
方
に
は
県
よ
り
修
了
証
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

▼
日
時

十
月
十
七
日
∏
・
十
八

日
π
（
保
育
園
で
の
実
習
有
）

▼
受
講
対
象
者

地
域
子
育
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
よ
う
と
い
う

意
欲
の
あ
る
方
な
ら
誰
で
も
可

▼
受
講
料

無
料

▼
連
絡
先

わ
か
く
さ
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー

@
49
―
３
０
１
１

①『
ゆ
っ
く
り
・
じ
っ
く
り

パ
ソ
コ
ン
』講
座

②『
ビ
デ
オ
制
作
入
門
・

撮
影
と
編
集
』講
座

▼
日
程
（
①
②
と
も
）

十
月
十
六
日
∑
、二
十
三
日
∑
、

三
十
日
∑

十
一
月
六
日
∑

、
十
三
日
∑

、

二
十
日
∑

▼
定
員

①
は
十
五
名

②
は
十
名

▼
場
所
及
び
時
間
（
①
②
と
も
）

香
川
短
期
大
学
　
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
実
習
室
３

（
宇
多
津
町
浜
一
番
丁
）

午
前
九
時
〜
十
時
四
十
分

▼
対
象

宇
多
津
町
民
及
び
町
内

企
業
に
お
勤
め
の
方
で
、
テ
ー

マ
に
関
心
の
あ
る
人

▼
受
講
料

無
料

（
た
だ
し
、
教
材
費
別
途
必
要
）

▼
申
込
方
法

は
が
き
に
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
お
書
き
の

上
、
左
記
ま
で
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

〒
七
六
九
―
〇
二
〇
一
　
綾
歌

郡
宇
多
津
町
浜
一
番
丁
十
番
地

香
川
短
期
大
学
生
涯
学
習
室
宛

▼
申
込
締
切
日

十
月
十
日
∏

※
先
着
順
に
受
付
し
ま
す
。ま
た
、

各
講
座
と
も
定
員
に
な
り
次

第
、
締
切
り
ま
す
。

▼
主
催

香
川
短
期
大
学

▼
共
催

町
教
育
委
員
会

三
月
に
卒
業
見
込
み
の
者
で
学

校
長
の
推
薦
が
あ
り
、
卒
業
後

県
内
で
農
業
経
営
等
を
志
す
者

▼
願
書
受
付
期
間

十
月
二
日
∑
〜
十
六
日
∑

②
一
般
入
学

▼
受
験
資
格

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
平

成
十
九
年
三
月
に
卒
業
見
込
み

を
含
む
。）

▼
願
書
受
付
期
間

十
二
月
十
一
日
∑
〜

二
十
五
日
∑

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
立
農
業
大
学
校

@
75
―
１
１
４
１

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
営
利

を
目
的
と
せ
ず
、
子
育
て
サ
ー
ク

15

県
立
農
業
大
学
校

平
成
十
九
年
度

入
学
生
募
集

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

受
講
者
募
集
中
！

あ
な
た
も
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

広告 

家族葬会館 

うたづ葬祭 

○140名収容可　○24時間受付 

（有）うたづ葬祭 

@49-2028

まごころ会員募集中 
会員の方は葬儀・法要 
基本料金10%割引 電話のみでOK

広告 

A0877－41－1099 
OPEN　6:00pm―3:00am 
宇多津町浜五番丁51番地4

「
わ
か
り
ま
す
　
暮
ら
し
と
社
会
の
　
未
来
地
図
」
平
成
十
八
年
十
月
二
十
日
現
在
で
社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
統
計
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。（
総
務
省
・
都
道
府
県
）

平
成
十
八
年
度

香
川
短
大
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座



古
代
と
ん
ぼ
玉
教
室

千
五
百
年
前
の
ガ
ラ
ス
玉
に

ロ
マ
ン
を
は
せ
て
…

歴
史
に
ふ
れ
な
が
ら
ト
ン
ボ
玉

を
作
り
ま
せ
ん
か

▼
日
時

十
月
十
日
∏

午
前
十
時
〜
正
午

▼
講
師

北
山
健
一
郎
先
生

（
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
文

化
財
専
門
員
）

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
二
階
調
理
室

▼
参
加
・
材
料
費

五
〇
〇
円

▼
定
員

十
六
名

▼
申
込
締
切
日

十
月
六
日
ª

※
託
児
有
（
申
込
時
に
受
付
を
し

ま
す
。）

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

@
０
９
０
―
７
５
７
３
―
８
８
２
５

受
付
時
間
／

平
日
　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
開
催
日
及
び
内
容

坂
出
会
場

（
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
）

・
十
月
二
十
四
日
∏

『
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

活
用
と
生
き
が
い
就
労
』

・
十
一
月
二
十
一
日
∏

『
再
就
職
に
必
要
な
資
格
・
免

許
と
習
得
方
法
』

・
十
二
月
十
二
日
∏

『
中
高
齢
期
に
お
け
る
生
活
設

計
・
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
』

そ
の
他
の
会
場
に
つ
き
ま
し
て

は
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
料

無
料

▼
定
員

各
セ
ミ
ナ
ー
と
も
二
十
名

▼
時
間

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

õ
県
雇
用
支
援
協
会

@
０
８
７
―
８
１
５
―
１
１
７
５

宇
夫
階
神
社
秋
の
大
祭

▼
日
時

・
塩
竈
神
社
例
大
祭

十
月
二
十
八
日
º

午
後
二
時
三
十
分
お
下
が
り

田
町
神
事
場

・
宇
夫
階
神
社
例
大
祭

十
月
二
十
九
日
∂

午
後
三
時
お
下
が
り

聖
通
寺
神
事
場

全
面
通
行
止
め
と
な
り
車
の
進

入
は
で
き
ま
せ
ん
。
迂
回
路
へ
の

通
行
と
な
り
ま
す
。
臨
時
駐
車
場

と
し
て
宇
多
津
北
小
学
校
運
動
場
、

中
央
公
園
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
通
行
止
め
日
時

十
月
二
十
八
日
º

午
後
二
時
四
十
五
分
〜
四
時
四

十
五
分

▼
通
行
止
め
区
間

県
道
三
十
三
号
線
（
さ
く
ら
い

薬
局
〜
大
束
川
西
岸
）

幼
稚
園
で
は
、
創
立
一
〇
〇
年

を
記
念
し
て
、
左
記
の
通
り
、
ふ

れ
あ
い
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
内
容

・
幼
稚
園
の
百
年
を
振
返
る
パ
ネ

ル
展

・
三
浦
氏
寄
贈
の
絵
画
序
幕
式

・
保
護
者
に
よ
る
バ
ザ
ー

・
在
園
児
に
よ
る
記
念
制
作
や
作

品
展

・
香
川
短
期
大
学
生
に
よ
る
公
演

等こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
幼
稚
園
に

お
い
で
い
た
だ
き
、
幼
稚
園
に
親

し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、

生
花
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

カ
フ
ェ
・
ド
・
ミ
ュ
ゼ
の
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
で
お

な
じ
み
の
高
木
琴
先
生
と
生
花
を

使
っ
て
楽
し
く
ア
ー
ト
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日
時

十
月
十
九
日
∫

午
前
十
時
〜
正
午

▼
講
師

高
木
　
　
琴
先
生

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
フ
ラ
ン
ス
の

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
影
響
を
受

け
二
〇
〇
五
年
　
Ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｅ

Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
　
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ

Ｌ
を
開
講
）

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
二
階
研
修
室

▼
材
料
費

二
、
〇
〇
〇
円

▼
参
加
費

三
〇
〇
円

▼
定
員

十
五
名

▼
申
込
締
切

十
月
十
一
日
π

※
託
児
有
（
申
込
時
に
受
付
を
し

ま
す
。）

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

@
０
９
０
―
７
５
７
３
―
８
８
２
５

受
付
時
間
／

平
日
　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

16

サ
ポ
ー
ト
マ
マ
モ
コ
モ
コ

お
母
さ
ん
の
た
め
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

定
年
等
で
離
職
が
予
定
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
支
援
を

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

宇
多
津
幼
稚
園 

創
立
一
〇
〇
年
記
念 

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー 

お
知
ら
せ 

▼
日
時

十
月
十
四
日
º

午
前
九
時
〜
正
午

▼
場
所

宇
多
津
幼
稚
園

平
成
十
八
年

秋
祭
り
太
鼓
台
運
行
関
係

の
お
知
ら
せ

県
道
三
十
三
号
線
通
行
止
め
の

ご
案
内
（
お
下
が
り
の
た
め
）



地
域
の
方
々
と
ふ
れ
合
っ
た
り
し

て
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

※
バ
ザ
ー
券
は
、
事
前
に
販
売
し

ま
す
。
な
お
、
詳
し
く
は
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

技
能
五
輪
全
国
大
会

二
十
三
歳
以
下
の
若
い
「
も
の

づ
く
り
」
の
担
い
手
が
、
各
職
種

で
日
本
一
を
競
う
競
技
大
会
で
す
。

優
れ
た
技
能
を
身
近
に
見
て
い
た

だ
き
、「
も
の
づ
く
り
」
の
素
晴

ら
し
さ
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
程

十
月
二
十
日
ª
〜
二
十
三
日
∑

全
国
障
害
者
技
能
競
技
大
会

（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

障
害
の
あ
る
方
々
が
、
各
職
種

で
日
本
一
を
競
う
技
能
競
技
大
会

で
す
。
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
雇
用
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
日
程

十
月
二
十
七
日
ª
〜
二
十
九
日
∂

来
る
灯
台
記
念
日
（
十
一
月
一

日
）
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
施

設
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

▼
日
時

十
月
二
十
九
日
∂

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

▼
内
容

備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ

ン
タ
ー
施
設
の
一
般
公
開
等

▼
問
い
合
わ
せ
先

備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

（
宇
多
津
町
字
青
の
山
三
八
一
〇
―
二
）

@
49
―
３
３
６
６

▼
日
時

十
二
月
七
日
∫

開
場
／
午
後
六
時
半

開
演
／
午
後
七
時

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
　
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金
・
販
売
所

全
席
指
定
席

二
、
〇
〇
〇
円

（
当
日
二
、
五
〇
〇
円
）

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
通
常
料

金
の
約
半
額
。

※
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
と
ロ
ー
ソ

ン
チ
ケ
ッ
ト
で
好
評
発
売
中
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

@
49
―
８
０
２
０

本
会
は
、
宇
多
津
町
を
中
心
と

し
た
香
川
県
の
活
性
化
を
目
標

に
、定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

十
月
十
八
日
π

正
午
〜
午
後
一
時

▼
場
所

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
瀬
戸
大
橋

▼
講
師

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局

高
松
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
長

高
野
　
誠
紀
氏

▼
演
題

「
四
国
発
『
み
な
と
オ
ア
シ
ス
』

が
日
本
を
変
え
る
」

▼
会
費

二
、
〇
〇
〇
円

▼
申
込
先

十
月
十
六
日
∑
ま
で
に
左
記
ま

で
。

事
務
局
　
開
成
工
業
㈱
内

藤
本
　
福
本

@
49
―
２
２
１
１

▼
大
会
会
場

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
（
主
会
場
）

ほ
か

▼
競
技
種
目

洋
裁
、
洋
服
、
家

具
、
電
気
機
器
組
立
て
ほ
か

ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
！

（
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://

w
w
w
.pref.kagaw

a.jp/gorin/

）

女
優
と
し
て
１
６
０
を
越
え
る

作
品
に
出
演
し
て
い
る
ほ
か
、
歌

手
と
し
て
も
レ
コ
ー
ド
大
賞
新
人

賞
を
受
賞
し
て
以
来
、
数
々
の
楽

曲
を
発
表
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
活
動

も
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
や

さ
し
さ
と
郷
愁
の
入
り
交
じ
っ
た

コ
ン
サ
ー
ト
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン

タ
ー
施
設
の
一
般
公
開

●かな泉 

さぬき信金● 

平安閣● 

ビジネス 
ホテル青山● 

●パチンコキング 

●コスモGS

墓地 

●コックピット 

●サークルK

青の山トンネル 

時計台● 

宇多津町ビブレ● 

至坂出 至丸亀 

土
器
川 

県
道
194
号
線 

展
望
台 

国道11号線 

県道33号線 

さぬき浜街道 

備讃瀬戸 
海上交通センター 

案内板 案内板 

案内板 

N

17

香
川
で
開
催
！

２
０
０
６
技
能
五
輪
＆

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
in
か
が
わ

〜
未
来
へ
と
　
技
の
か
け
橋
香
川
か
ら
〜

十
月
異
業
種
交
流
昼
食
会

宝
く
じ
文
化
公
演

倍
賞
千
恵
子
コ
ン
サ
ー
ト

「
深
呼
吸
し
た
ら
、思
い
出
し
た
」



18
〈役場へのご意見・ご要望をお寄せください。電話ご意見番 149―8211〉

瀬戸内の新鮮とれたて市 
魚の直売・加工品など 

・お魚名前当てクイズ 
・お魚ビンゴゲーム 
・お魚つかみどり 

主催： 
中讃海域漁業・漁村活性化協議会 
坂出市・松山・与島・宇多津・丸亀市 
本島・多度津町・白方・高見 
漁業協同組合 

※開催内容・イベントについては一部変更にある場合があります。 
ê主催　宇多津町　ê問い合わせ先　産業振興課　@49－8009

農産物販売 
野菜・果物・花など 
畜産物販売 
香川県産牛肉 
豚肉販売など 

魚の市 

お魚イベント 

その他盛り沢山!

料理教室（予定） 
新鮮な食材を使った 
家庭でできるプロの 
料理教室。 

利き酒コーナー（予定） 
香川・四国のお酒、焼酎販売 

宇多津特産品販売 
黒米製品・塩・せんべいなど 
地元企業・団体ブース 

物販・飲食営業 
加工品販売 

道の駅＆ 
みなとオアシスブース 

各地特産品など 

四国の宴大集合 
　香川県………民謡、三味線　愛媛県………野球拳 
　徳島県………阿波踊り　　　高知県………よさこい鳴子踊り 
その他各種団体によるステージイベント予定 

11月3日イベント 

究極のアクロバット 
中国雑技スペシャル公演 
大声大会 

11月4日イベント 

11月4日合同開催 



Ｆ
Ｍ
香
川
さ
ん
と
コ
ス
モ
石
油

さ
ん
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組

み
、「
地
球
を
愛
し
感
じ
る
こ
こ

ろ
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
球
環
境
の

保
護
と
保
全
を
全
世
界
の
人
々
に

呼
び
か
け
る
活
動
「
コ
ス
モ
　
ア

ー
ス
コ
ン
シ
ャ
ス
　
ア
ク
ト
」。

そ
の
一
環
と
し
て
、
自
然
と
親

し
み
な
が
ら
行
う
環
境
活
動
「
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
開
催
。

今
回
、「
道
の
駅
」
臨
海
公
園
の

宇
多
津
臨
海
公
園
と
そ
の
周
辺
を

清
掃
い
た
し
ま
す
。
青
く
美
し
い

瀬
戸
内
海
を
望
む
公
園
を
皆
様
の

手
で
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん

か
？
ま
た
、
清
掃
終
了
後
、
芝
生

広
場
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
し
ま
す
。（
一
部
当
日
参
加
可

能
）

▼
日
時

十
月
二
十
二
日
∂

・
受
付
／

午
前
八
時
三
十
分
〜
九
時

・
開
会
式
／

午
前
九
時
〜
九
時
十
五
分

・
清
掃
／

午
前
九
時
十
五
分
〜
十
時
十
五
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
さ
ぬ
き
っ
ず
コ
ム
シ
ア
タ
ー

@
25
―
０
６
９
１

・
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

@
49
―
８
０
２
０

●
十
月
二
十
七
日
ª

塩
竈
神
社
宵
宮
祭

午
後
六
時
三
十
分

獅
子
舞
奉
納
（
津
之
郷
）

午
後
七
時
　
お
神
楽
奏
進

午
後
九
時

獅
子
舞
奉
納
（
平
山
）

●
十
月
二
十
八
日
º

塩
竈
神
社
例
大
祭

午
後
一
時
三
十
分
　
祭
典

午
後
二
時
三
十
分

御
神
幸
発
御
、
太
鼓
台
随

進
（
田
町
神
事
場
）

宇
夫
階
神
社
宵
宮
祭

午
後
七
時
三
十
分

お
神
楽
奏
進

●
十
月
二
十
九
日
∂

宇
夫
階
神
社
例
大
祭

午
後
一
時
三
十
分
　
祭
典

午
後
三
時

御
神
幸
発
御
、
太
鼓
台
随
進

（
聖
通
寺
神
事
場
）

・
計
量
／
午
前
十
時
十
五
分

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
／

午
前
十
時
四
十
分
〜

▼
場
所

宇
多
津
臨
海
公
園

▼
参
加
費

無
料
（
参
加
し
た
方
に
は
、
も

れ
な
く
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
香
川

@
０
８
７
―
８
３
９
―
１
１
１
１

熱
帯
雨
林
の
豊
か
な
営
み
と
自

然
は
す
べ
て
の
「
い
の
ち
」
を
育

て
て
い
ま
す
。
今
そ
の
森
の
樹
木

が
切
り
倒
さ
れ
…
。
鳥
た
ち
の
森

と
私
た
ち
の
森
の
話
を
聞
い
て
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

十
月
二
十
二
日
∂

開
場
／
午
後
一
時
三
十
分

開
演
／
午
後
二
時

▼
料
金

親
子
券
　
　
三
、
五
〇
〇
円

大
人
券
　
　
二
、
五
〇
〇
円

子
ど
も
券
　
一
、
五
〇
〇
円

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
ほ
か
、
各

指
定
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
好
評
発

売
中
。

19
〈火災時の問い合わせは 145―4949〉

「
道
の
駅
」臨
海
公
園
で

『
コ
ス
モ
　
ア
ー
ス
コ
ン
シ
ャ

ス
ア
ク
ト
　
ク
リ
ー
ン
・
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
in
香
川
』
開
催

パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー

「
鳥
に
聞
か
さ
れ
た
話
」

宇
夫
階
神
社
か
ら
の

お
知
ら
せ

ことばの相談（要予約）
毎月第4木曜日　午前9時～正午
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

一般相談
家庭不和、離婚、財産問題、老人福祉、母
子・父子福祉問題、その他日常生活のあら
ゆる問題
10月3日（火）・10日（火）・17日（火）・
24日（火）・31日（火）
午前9時30分～正午
町福祉センター1階相談室
町社会福祉協議会　@49－0287

身体障害者相談
10月20日（金） 午後1時30分～4時
町福祉センター1階相談室
町社会福祉協議会　@49－0287

介護相談・ボランティア相談
月～金　午前9時～午後5時
町社福祉協議会
町社会福祉協議会　@49－0287

電話相談
福祉を中心としたあらゆる相談
月～金　午前9時～午後5時
町社会福祉協議会　@49－0287

交通相談
毎月第4金曜日　午前9時～午後3時
町保健センター2階研修室
町住民生活課　@49－8000

行政相談
10月20日（金） 午後1時～3時
町保健センター
町総務課　@49－8013

特設人権相談
10月11日（水）午前10時～午後3時
町保健センター2階
町住民生活課　@49－8002

無料法律相談（事前申込）
10月26日（木）午前9時30分～11時30分
宇多津商工会
宇多津商工会　@49－1311

納税なんでも相談
月～金　午前8時30分～午後5時
町税務課
町税務課　@49－8004

健康相談
毎週水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

毎週月曜日　午後12時30分～3時
やすらぎプラザ
町地域包括支援センター　@49－8740

毎週金曜日　午前9時～11時
町サポートセンター
町地域包括支援センター　@49－8740

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日
問

日

場

問

病態栄養相談（要予約）
毎月第1・3・5水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

育児相談
毎月第2火曜日　午前9時30分～11時
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

子育て相談コーナー
子育てに関すること、いじめ、虐待など
月～金　午前9時～午後5時
町保健福祉課　@49－8003

療育相談
毎月第3火曜日　午前9時～11時30分
町役場1階相談室
町保健福祉課　@49－8003

こども相談（要予約）
毎月第2月曜日 偶数月午前、奇数月午後
町保健センター診察室
町保健センター　@49－8008

臨床心理士によるこころの相談（要予約）
ストレスや対人関係の悩みなど
10月5日（木）午前9時～正午
町保健センター診察室
町保健センター　@49－8008

子ども教育相談
月～金　午前8時30分～午後5時
少年育成センター
少年育成センター　@49－4001

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問

日

場

問
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広
報
う
た
づ
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
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ê宇多津町ホームページアドレス http://town.utazu.kagawa.jp
ê町教育委員会メールアドレス　 kyouiku@town.utazu.kagawa.jp
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小
烏

こ
が
ら
す

明
神
顕

あ
ら
わ

れ
る
烏

大
同
元
年
（
八
〇
六
）
に
、
津
之

郷
本
村
神
屋
敷
に
祭
ら
れ
た
と
言
う

伝
承
に
成
っ
て
い
る
。
津
之
郷
は
、

古
代
日
本
で
も
有
数
の
良
港
と
し
て

栄
え
た
所
で
あ
っ
た
。
古
代
の
交
通

は
、
舟
で
あ
っ
た
の
で
海
民
は
烏
を

信
仰
の
対
象
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

例
え
と
し
て
『
旧
約
聖
書
』
に
出

て
く
る
「
近
く
に
陸
地
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
か
め
よ
う
と
し
て
、
ノ
ア

は
方
舟

は
こ
ぶ
ね

か
ら
鴉

か
ら
す

と
鳩
を
放
つ
話
」。

北
欧
伝
説
の
バ
イ
キ
ン
グ
の
フ
ロ
キ

は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
へ
渡
る
途
中
、

た
ず
さ
え
て
い
た
鴉
を
三
度
放
し
、

三
度
目
に
戻も

ど

っ
て
来
な
か
っ
た
た

め
、目
的
地
が
近
い
の
を
予
知
し
た
。

日
本
に
お
い
て
も
『
古
事
記
』
の
神

武
天
皇
が
、
九
州
か
ら
東
征
に
向
か

う
と
こ
ろ
に
出
て
く
る
道
案
内
の

八
咫
烏

や
た
が
ら
す

（
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
マ

ー
ク
に
な
っ
て
い
る
）の
話
な
ど
は
、

古
代
の
海
洋
民
族
が
航
海
に
烏
を
利

用
し
て
い
た
名
残
り
で
は
な
い
か
。

九
州
に
六
世
紀
頃
と
思
わ
れ
る

珍
敷
塚

め
ず
ら
し
づ
か

古
墳
の
石
室
奥
壁
に
は
、

郷
本
村
か
ら
西
北
、
乾

い
ぬ
い

の
方
角
は

祖
霊

そ
れ
い

が
来
る
方
角
と
考
え
ら
れ
て
い

た
の
で
、
小
烏
明
神
は
、
産
砂
の
地

に
移
っ
て
来
た
。

古
代
の
神
社
と
言
う
の
は
、
宮
殿

を
建
て
る
と
言
う
の
で
は
な
く
、
大

き
な
木
や
巨
石
に
神
が
依
り
付
く
と

考
え
て
い
た
の
で
、
こ
の
地
に
巨
石

を
中
心
と
し
た
聖
域
を
造
っ
た
。

神
の
依
り
付
く
巨
石
を
神
の
座

（
磐
座

い
わ
く
ら

）
そ
の
前
に
神
に
供
え
物
を

置
く
台
で
あ
る
御
膳
岩

ご
ぜ
ん
い
わ

、
そ
の
聖
域

と
し
て
岩
で
境
界
を
造
っ
た
も
の
を

磐
境

い
わ
さ
か

と
言
っ
た
。

宇
夫
階

う
ぶ
し
な

神
社
で
は
、
こ
の
巨
石
を

磐
境

い
わ
さ
か

と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
巨
石
を

中
心
に
岩
の
境
界
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
岩
は
古
い

信
仰
で
増
殖
や
生
殖
の
神
で
あ
り
、

人
々
が
豊
穣
を
祈
る
所
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

へ
さ
き
に
烏
が

止
ま
っ
て
い
る

帆
か
け
舟
が
描

か
れ
て
い
る
。

鵜
足

う

た

郡
の
海

民
の
遠
い
記
憶

の
中
に
、
烏
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
思

い
が
ミ
サ
キ
ガ
ラ
ス
と
し
て
祭
っ
て

い
た
も
の
だ
ろ
う
。

遠
い
時
代
の
記
憶
と
い
う
こ
と

で
、
弥
生
時
代
の
一
世
紀
に
実
在
し

た
景
行
天
皇
時
代
の
話
と
し
て
伝
承

し
て
い
る
。

大
同
二
年（
八
〇
七
）今
の
宮
に
遷う

つ

る

今
、
こ
の
地
で
起
こ
る
地
震
を
南

海
地
震
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
が
度
々
起

こ
り
、
地
殻
の
変
動
で
海
が
前
面
の

方
に
移
っ
た
の
か
、
開
拓
さ
れ
農
耕

が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

当
時
の
古
記
録
で
は
、
津
之
郷
、

末
包

す
え
か
ね

和
直
は
「
常
に
牛
を
好
み
、
遊

楽
せ
し
に
」
と
、
わ
ざ
わ
ざ
当
時
農

耕
に
重
要
な
牛
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
末
包
氏
は
、
農
耕
開
拓
の
地

主
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
、
津
之

ミ
サ
キ
ガ
ラ
ス
で
あ
っ
た
小
烏
明
神

は
、
豊
穣
の
吉
凶
を
占
う
お
烏
喰

と

ぐ

い

で
厳
島
神
社
で
は
オ
ミ
サ
キ
と
呼
ば

れ
る
カ
ラ
ス
に
変
身
す
る
の
で
あ
る
。

宇
夫
階
神
社
の
秋
の
大
祭
は
、
そ

の
オ
ミ
サ
キ
と
呼
ば
れ
る
小
烏
明
神

が
イ
ワ
サ
カ
に
降
臨

こ
う
り
ん

さ
れ
る
の
で
、

太
鼓
台
も
参
加
す
る
祭
り
に
先
立
つ

十
月
最
初
の
申さ

る

の
日
、
深
夜
に
御
膳

岩
の
上
に
神
饌

し
ん
せ
ん（
神
に
供
え
る
穀
物
）

を
置
き
、
小
烏
の
つ
い
ば
み
の
量
の

多た

寡か

に
よ
っ
て
、
そ
の
年
の
吉
凶
を

占
い
、
五
穀
の
豊
穣
と
民
生
の
安
泰

を
祈
願
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

初
白

は
つ
も
う
し
祭
で
あ
る
。

神
社
の
祭
礼
の
意
味
を
示
す
注
連
柱

し
め
ば
し
ら

巨
石
が
豊
穣
を
祈
願
す
る
聖
域
の

場
所
で
あ
っ
た
が
、
社

や
し
ろ
を
建
て
た
現

在
の
境
界
を
示
す
所
に
、
注
連
柱
が

あ
る
。
そ
こ
に
は
神
の
本
体
を
表
す

言
葉
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

『
鼠
卯

ね

う

の
事
跡
は
物
に
徴あ

ら

わ
れ
、
亦ま

た

霊
徳
を
感
じ
る
』

『
申
酉

さ
る
と
り

の
神
事
は
蒼
生

そ
う
せ
い

に
永
く
農
殖

を
伝
う
』

（
神
社
で
の
春
の
祈
年

き
ね
ん

祭
と
秋
の

神
嘗
祭

に
い
な
め
の
ま
つ
りの
神
事
は
、
農
殖
の
繁
栄
を

神
の
加
護
に
よ
っ
て
収
穫
の
増
加
を

祈
願
・
感
謝
す
る
お
祭
り
で
あ
る
。

こ
の
神
事
は
農
殖
の
繁
栄
の
た
め
に

万
民
に
永
く
伝
え
る
。）

そ
の
た
め
、
国
土
の
開
拓
経
営
、

農
業
殖
産
の
道
を
開
い
た
大
己
貴

お
お
な
む
ち

（
一
名
、
大
国
主
）
神
を
、
ご
祭
神

と
さ
れ
て
い
る
。

神
輿

み
こ
し

を
初
め
太
鼓
台
や
獅
子
舞
の

御
渡

お
わ
た

り
は
、
氏
子
に
豊
穣
の
幸
せ
と

生
活
の
加
護
を
も
た
ら
す
神
の
巡
幸

じ
ゅ
ん
こ
う

で
あ
る
。

宇
夫
階
神
社
遷
座
一
二
〇
〇
年

津
之
郷
本
村
に
小
烏
明
神
が
顕
れ

て
、
祖
神

そ
し
ん

を
祀ま

つ

っ
て
い
た
末
裔

ま
つ
え
い

の
津

之
郷
の
住
民
を
明
治

の
頃
ま
で
神
領
民

し
ん
り
ょ
う
み
ん

と

言
い
、
宇
多
津
の
住

民
を
氏
子
と
呼
ん
で

い
た
。
こ
の
事
か
ら

も
神
社
の
遷
座

せ
ん
ざ

が
あ

っ
た
こ
と
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
あ

る
。記

載
文
責
者

奥
村
　
貞
夫

宇
夫
階
神
社
の
お
祭
り
と
磐
境

い
わ
さ
か

史
跡
の
紹
介
シ
リ
ー
ズ
⑨

人口の動き（9／1現在）●人　口　…17,705人（＋75人）（男）8,698人（＋31人）（女）9,007人（＋44人）●世帯数　7,531世帯

珍敷塚古墳壁画

宇夫階神社　磐境宇夫階神社　御膳岩

宇夫階神社　注連柱


